
同じ疾患でも術式によってアプローチを変えるのがベストですよね?
　整形外科担当患者さんの術式を見て、特徴やリスクがパッと思い浮かびますか？思い浮かばないという人は要注意。同じ疾患でも、術式・
侵襲・固定材料などによって、術後のアプローチが 180 度変わるので、これを知らないと患者さんの回復は遅れると言っても過言では
ないのです。この講座では、各疾患の手術について、専門医がコメディカルにも「ここは押さえておいて！」というポイントを徹底解説。
　その上で後半にはコメディカルの講師が、術式を理解した上で、看護ケア・リハビリを行う際の留意点と、アプローチの実践を教えて
くれるハイブリッド講義で臨床力を一気に引き上げます。さああなたも術式別のポイントをしっかり理解して、最適なリスク管理とアプ
ローチができるスタッフを目指しませんか？

医師　　コメディカル　　の

大腿骨頚部・転子部骨折編

変形性股関節症編

変形性膝関節症編

ACL損傷・半月板損傷編

骨折のタイプと手術法による術後離床のリスクとカット
アウトなどマークすべき合併症について徹底解説。
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同じ手術でもアプローチ方向や設置角度に変わる脱臼
リスクと機能改善の戦略を解説します。

侵襲筋とコンポーネントの特徴を理解して、術後のＲＯＭ・
筋力改善から動作回復に活かすベテランの技を伝授します。

術後の疼痛コントロール・筋力の改善に加えて、再発予防に重要な神経筋
コントロールにポイントをおいたエクササイズの実践を教えてくれます。

●人工骨頭置換術の侵襲アプローチと
　　　　　　　　　　　　術中のチェックポイント
●数ある骨接合術の選択と術者のねらいとリスク
　　　　　　　　　　　～CCHS・γ-nail  ほか～
●手術アプローチと侵襲筋を
　　　　　　　　　　意識したトレーニングの実際
●ここは注意！マークすべき合併症と予防策
　　　　　　　～脱臼・カットアウト・疼痛の慢性化～

●全人工股関節置換術（THA）の術中記録で
　　　コメディカルに知っておいて欲しいこと3選
●早期手術は有用 !?
　　　　　　骨切り術・関節鏡術の実際とその効果
●THA術後の早期離床とリスク管理の実際
　　　　　　～DVT・荷重痛・感染～
●ベテランはこう実践する！歩行練習・応用歩行　
　練習・脱臼予防指導・階段動作の具体策

●ここまでわかった！
　　　　TKA・UKAの違いとメリットデメリット
●トレンドを押さえよう！
　高位骨切り術・オープンウェッジ法の実際と効果
●いきなりアプローチはダメ！
　　　　　術後離床の成功を左右するアセスメント
　～術中記録・侵襲筋・隣接関節の機能・画像・データ ほか～
●ここが腕の見せドコロ！術後アプローチはこう進める
　～関節可動域拡大・筋力・歩行・ADL練習　ほか～

●ACL損傷の受傷機転と術式選択の実際
　　　　～手術による可動域・痛みへの影響の見極め～
●半月板損傷は早期治療が鉄則 !?
　　　　　　　　　　　縫合術・切除術と骨の関連
●MMTでは不十分 !?
　　可動範囲と術式を意識したパフォーマンス評価
●ベテランはここを介入している！固有感覚を
　　　意識した神経リハビリテーションと再発予防
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一生使えるスキル
術式別のアプローチを身につけて
　　　　ケア・リハビリの質を上げよう！
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  整外術式別にみる “踏み込んだ”
　疾患　　　　　　　　　下肢編
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